
第６学年   希望と勇気をもち目標に向かって努力する心を育てる学習プログラム  ３学期 

総合単元名  進もう！自分の目標に向かって！          １月～ ３月 全１０時間 

めざす子ども より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけず努力しようとす

る子 

中心項目１－（２） 

関連項目１－（６） 

       ねらい     自分自身をしっかりと見つめ，より高い目標に向かって希望

と勇気をもって，くじけず努力しようとする態度を育てる。 

単元設定の理由 
 卒業を目の前にした６年生の児童は，未来への夢や希望をふくらませている。反面，夢と現実の
違いを意識してしまい自分に自信をもてずにいる児童もいる。そこで，自分の特徴を多面的にとら
え，より高い目標を立て，くじけずに取り組み，その理想に向かって努力しようとする態度を育て
たいと考え，本単元を設定した。 

時期 
教科・特別活動 

総合的な学習の時間等 
道徳の時間 

常時活動 

家庭との連携 
子どもの意識の深まり 
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３月 

 

 

 

   
①自分の夢や目標は何だ 

 ろう。もう一度自分を見つ 

 め直してみよう。 

②自分の悪い所よい所をし

っかりと見つめ，悪い所を

自分の課題にして改める

ことは大切だな。 

◆自分で決めたことを続け

ていっているよ。この調子

でがんばろう。 

③自分の目標がきっと達成

できると信じて頑張ってい

きたいな。 

④一つのことをやり抜くとき

は困難がたくさんあるもの

だな。それをやり抜く心の

強さが必要なんだな。 

★いろんな人にこんなに支

えられ励まされ，ありがた

いな。これからは今まで以

上 に自 分 の力 で進 んで

いきたいな。 

⑤失敗しても自分の目標に

向かい努力し続けること

が大 切だ。自 分もくじけ

ずがんばっていきたい。 

⑥家の人や友達に自分の

夢をしっかりと伝えること

ができ，自信がもててきた

よ。これからも自分らしく

進んでいきたいな。 

■家の人にじっくりと自分の

夢や希望を伝えよう。そし

て決意も新たに頑張って

いこう。 

⑦小学校で頑張りぬいてき

た こ と が た く さ ん あ っ た

な。中学校という新しい世

界でも，目標 をもって頑

張っていくぞ。 

③国 語 科 「 随 筆 を
書こう」 
２月（２時間） 

「夢に向かって歩もう」 

卒業文集を書くこと
を通して，自分の夢
に向かう思いをもつ
ことができる。 

②＜個性伸長＞ 
１－（６）１月（１時間） 

「勇太への宿題」 
        （本時）  

勇太への宿題の意味を
考えることを通して，
自分の良さや友達の良
さに気付き，悪い所を
改め，良いところを，
積極的に伸ばしていこ
うとする心情を育てる。 

④＜理想・努力＞ 
１－（２）２月（１時間） 
「蘭学の書を求めて」

麟太郎が苦労しながら
本を写すことができた
ときの気持ちを考える
ことを通して，自分の
夢をつかむための努力
を惜しまない情熱の大
切さに気付き，より高
い目標を立て，希望をも
ってくじけず努力する心
情を育てる。 
 

①学級活動  
１月（１時間） 

「思い出コンサート
に向けて」 
思い出コンサートの
目的や意義につい
て考えることを通し
て，自分の夢や目
標を思い描くことが
できる。 

⑤＜希望・努力＞ 
１－（２）２月（１時間） 

「また，勝てばいい 
－羽生善治」 

「いいんだよ。また勝
てばいいんだから。」
と言った少年の気持ち
を考えることを通し
て，目標を見失わず努
力し続ける大切さに気
付き，より高い目標を
立て，希望と勇気をも
ってくじけず努力しよ
うとする態度を育て
る。 

⑦学校行事 
３月（２時間） 

「卒業証書授与式」 
自 分 の 目 標 を 胸

に，夢や希望をふく

らませるができる。 

より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけず努力しようとする子 

⑥総合的な学習の
時間 
２月（２時間） 

「思い出コンサート」 
家の人に，自分の

夢につき進む決意

を伝えることができ

る。 

（◆帰りの会） 
今日 一日を振 り返
り，がんばりを見つ
けたり，次の目標を
考えたりすることが
できる。 

（★誰に感謝を伝えた

いか） 

「感謝の会」 
地域 の方や多 くの
方 に 支 え ら れ ， 愛
情に感 謝し努 力し
ようと考えることがで
きる。 

（■家の人への手紙） 

家の人へ手紙を書
き ， 感 謝 の 思 い や
自分の夢や希望を
伝 え る こ と が で き
る。 



「道 徳 の 時 間」 学 習 指 導 案 
 

指導者 高上 昭彦 
１ 日 時  ２０１５年（平成２７年）１月３０日（金） 第６校時 
 
２ 学 年  第６学年１組  男子１１名  女子１０名  計２１名 
 
３ 主題名  自分のよさに気付く   関連項目 １－（６） 〈 個性伸長 〉 

中心項目 １－（２） 〈 希望・努力 〉 
 

  ４ ねらい  勇太への宿題の意味を考えることを通して，自分の良さや友達の良さに気付き，悪い

所を改め，良いところを，積極的に伸ばしていこうとする心情を育てる。 

 

５ 資料名  勇太への宿題  (出典：「読み物資料とその利用」文部省) 

 

６ 主題設定の理由 

〇 個性の伸長は人格の形成にとって極めて重視されなければならない道徳的価値である。それは，

自分の良さを生かすことであり，自分らしさを発揮しながら自己を形成していくことである。 

この時期になると児童は，自分の性格や特徴についての理解がある程度確かなものになってく

る。しかし中には，長所や短所は生まれつきのものであって，努力によって伸ばしたり改めたり

することができないと思いこんでいる児童もいる。そこで，自分の特徴に気づくことから長所を

知り，それを積極的に伸ばそうとする気持ちを育てるとともに，自分の中で変えていきたいと思

う短所にも気づき，さらに自分自身を高めていこうとする気持ちをもつことの大切さに気付かせ

たいと考え，本主題を設定した。 

 〇 本学級の児童は全体的には穏やかで争いを好まず，男女の仲も良い。６年間少人数２学級で共

に過ごしてきた仲間であるので，お互いの思いや考え方，感じ方も分かり合うことが多い。事前

アンケート，「自分が気付いた良い所を積極的に伸ばそうとしていますか。」では，６７％が肯

定的であった。返せば，３３％の児童が積極的に長所を伸ばそうとしていないととらえている。

理由は，「よく分からない。」「良いところが見つからない。」「良いところを見つけようとし

ていない。」などであった。また，事前アンケート「自分の悪いところをしっかりと見極め，そ

れを改め自分を伸ばそうとしていますか。」では，８１％が肯定的という結果であった。否定的

な回答をした児童の理由は，「なかなか直せない。」「見極めていても，改めてはいない。」「今

のところそれほど不都合がない。」などであった。アンケート結果から，約３割の児童は自己肯

定感が低く自分の良さを見つけられていない。しかし，悪いところは改め自分を良くして伸ばし

ていきたいという気持ちはもっていることがうかがえる。 

   児童の中には，自分の短所に気付かず，友達との関係をよくして過ごす事ができてない児童が

いる。周りも，声をかけても仕方が無いとあきらめている実態も垣間見られることがある。 

 〇 本資料は，勇太が信夫から出された宿題の答えを考え，答えを出すことによって自分の短所に

気付き，それを改めることで長所をさらに伸ばそうとする勇太の言動を考える資料である。  

 導入では，事前に行った，わたしたちの道徳「これが今のわたし」の記入の集計を提示し，自

分自身を見つめさせることで，資料につなげる。展開では，入院中に信夫からもらった手紙に書

かれていることが分からない勇太の気持ちを考えさせる。そして，退院してみんなが練習してい

る様子を見ながら，信夫からの宿題をぼんやり考えていた勇太が，日高先生から見せてもらった

新聞記事を読んで感じた心の内を探らせたい。中心発問では，シュート練習でパスを出している

信夫の姿を見て，「先生，分かったような気がします。」と宿題の答えを見つけた勇太の心情を

考えさせ，自分の短所に気付き，短所を改め，良いところを伸ばそうとしていく勇太の思いに気

付かせる。 

 
 



７ 準備物 場面絵，ワークシート 

８ 学習過程 

 学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 支援（○）・評価（★）・改善点（◎） 

導

入 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

１「これが今のわたし」

の記入の様子を知る。 

 

 

 

２資料「勇太への宿題」

を聞き，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

３勇太への宿題の意味

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４自分の学びを振り返

る。 

 

 

 

 

   

 

 

５教師の説話を聞く。 

○この表（「これが今のわたし」記入の集計）を

見て，思ったことはありませんか。 

・長所が少ないな。 

・短所が多いけどそうかなあ。 

 

○信夫の手紙を読んだとき，勇太はどんなことを

考えたでしょう。 

・どうしてこんな手紙をくれたんだろう。 

・好きなサッカーを思うようにしているからいい

じゃないか。 

・考えても分からないな。信夫君は何が言いたい

のだろう。 

 

◎信夫の宿題の答えが「分かったような気がしま

す。」と言った時の勇太は，どんなことを考え

ていたでしょう。 

〈A：自分本位〉 

・みんなに悪かった。 

・僕は自分勝手で，自分がシュートすることしか

考えていなかった。 

〈B：他者を意識して〉 

・ゴールが決められていたのは信夫のいいパスの

おかげだったんだ。 

・僕もチーム全体の事を考えられるようにならな

いといけない。 

〈C：よりよい自分を目指して〉 

・僕が直すのはチーム全体のことを考えることだ

ったんだ。これが，宿題の答えだ。 

[ 補助発問 ] 

●シュートにこだわるのはいいことじゃないですか。 

・シュートをすることはいいけど，自分の思いば

かりでは，みんなとしっくりいかない。 

・信夫のように自分の良さをチームの中で生かす

には，シュートをきめるだけではいけない。 

・自分勝手をやめてシュートをすると意味がある。 

 

 

○今日の授業で気付いたことは何ですか。 

・短所に気付くことは大切だな。 

・短所を直していくと長所が輝いてくるな。 

・短所をなおしていくともっと良い自分になれる

な。 

・短所を直していくとみんなとしっくりした関係

で過ごすことができるな 

 

 

 

○観点ごとにまとめ，児童が

自分自身を見つめられるよ

うにし，資料につなげる。 

 

 

 

 

・  

 

 

 

 

○意図的指名を取り入れ，発

言の広がりが出るようにす

る。 

 

 

 

 

 

○長所を生かすだけではな

く，短所を直していくこと

でよりよい自分になれるこ

とに気付かせる。 

 

★自分の短所に気付き，それ

を改め長所を伸ばすことの

よさに気付くことができた

か。 

 

 

○ワークシートを活用し，本

時の道徳的価値について自

分を見つめ直す機会とす

る。 

 

 

 

◎ワークシートを用いる

ことにより，勇太の思い

をじっくり考えさせる。 

 



 

 

 

９ 板書計画  

 

１０ ワークシート 
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分かった気がします。 

 

勇
太
の
絵 

長所 短所 

信
夫
の
絵 

自分のよさを生かす 

長所を生かしてほしい 

長所を生かしていくためにも 
短所を直して 
もっと輝く自分になろう。 

・信夫のいいパスがあったか

らシュートができたんだ。 
・チームの事を考えることが

必要なんだ。 
・持ち味を生かそう。 


